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　アマモ場は魚介類の産卵場所や幼稚仔の保護・育成場

所となるほか，窒素やリンといった栄養塩を吸収するな

ど，沿岸域の環境と生態系を考える上で非常に重要な役

割を担っている。ところが，沿岸域の埋め立てなどが原

因となってアマモ場の面積は急速に減少しており，アマ

モ場の保全と造成が課題となっている（水産庁ら

2007）。そのような状況の中，各地でアマモ場の造成試

験が積極的に展開されつつあり，本県でも，播種袋と

ガーゼ製マットおよび小石を用いたアマモ場造成方法を

マニュアル化し，公開している（徳島水産試験場

2001）。しかし，同方法はダイバーによる水中作業等が

必須であり，近年，活発化している漁業者やNPOを始めと

する一般県民によるアマモ場造成活動には適していな

い。このような経緯から，本県では，一般県民によるア

マモ場造成活動に適した播種法である種子封入殻体法を

開発した（吉原ら 2011）。本研究では，同手法の実用化

に向けて，種子封入殻体の最適封入密度と殻体の分解に

ついて調べた。

材料と方法

種子封入殻体の最適封入密度の検討

　供試種子を得るために，2010年7月13日に鳴門市堂浦地

先の小鳴門海峡における天然アマモ場から花枝を採集し

た。採集した花枝は，約30本ずつをタマネギ袋の中に入

れ，陸上水槽（長さ230cm×幅90cm×深さ53cm）内で流水

培養した。その後，10月5日に花枝から落下した種子を取
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Optimal density of seeds in artificial shell seeding for effective eelgrass bed
construction and decomposition of shell body

 Experiment in land tank to determine the optimal density of seeds in artificial shell seeding for effective eelgrass bed
construction was conducted. Germination rate in 6 experimental plots in which the shell size and seed number differed was
examined. The weight of shell was measured to estimate the decomposition speed of the shell body at fixed interval. The
optimum density of seeds in artificial shell was 0.02 grain/mm3 and germinating rate decreased as the density increased from
this value. The weight of shell after a year did not decrease. Based on these results it is desirable to use the smallest shell
that adapt to the environment in seeding water.
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り上げ，飽和食塩水で比重選別した後，沈下した種子を回

収した。回収した種子は塩分濃度3%とした海水を満たした

容器に入れ，20℃に保った暗室で試験に用いるまで保存し

た。

　図1に示した種子封入殻体の最適封入密度を検討するた

めに，スチール製ワッシャーの大きさと種子封入密度を変

えた6つの試験区を設定した(表1)。各試験区については，

屋外に設置したFRP水槽（長さ230cm×幅90cm×深さ53cm）

内に，砂と腐葉土を混合して5cmの深さに敷き詰めた10L円

形水槽(直径30cm×深さ15cm)を置き，その上に種子を入れ

た種子封入殻体を15個設置し，殻体が隠れるまで砂で覆っ

たものを1試験区とした。また，10L円形水槽に同量の底質

を入れ，1つの円形水槽内の種子密度が試験区と同数にな

るように，それぞれ150粒，450粒，900粒を播き，種子が

隠れるまで砂で覆ったものを対照区とした。

　試験は2011年3月1日に開始し，箱メガネによる目視に

よって発芽の状況を観察して，上胚軸が底質上に伸長した

ものを発芽種子とみなし，その推移を調べた。

図1  種子封入殻体の作成方法
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